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令令和和 66 年年度度  早早期期医医学学体体験験実実習習（（EEMMEE））をを終終ええてて  

 
                 新潟⼤学医学部⻑  佐 藤   昇 
 
 令和 6 年度の早期医学体験実習（EME）は多くの県内学外施設の関係者の皆
様のご協⼒をいただき無事に終了することができました。医学部へ⼊学したば
かりの 1 年次の皆さんにとっては、⼀般教養科⽬の履修が中⼼となっている中
で、⼊学時の医学・医療に対する思いを改めて思い起こす良い機会となったこと
と思います。 
 今年度は県内６９施設で１４０名の学⽣が８⽉２０⽇から８⽉２２⽇までの
３⽇間お世話になりました。学⽣の皆さんは地域で医療を提供するクリニック
から総合病院まで第⼀線の様々な病院で⽣の医療現場を体験することができた
と思います。実習を通じて、患者さんとのコミュニケーションや他の医療専⾨職
との協働の重要性などを感じ取ってくれたものと思います。また、実際の診療現
場での課題や、医療従事者の皆さまの献⾝的な姿勢を⽬の当たりにして多くを
学んでくれたことと思います。学⽣の皆さんは⼀つの施設で実習しましたが、各
施設での実習終了後にはお互いに経験したことをグループさらには学年全体で
共有することで、今後医学・医療に携わる者としての⾃覚や意識も⼀層⾼まった
ことと思います。この報告書で EME での学びを振り返り、今後の学びに⽣かし
ていくよう頑張ってほしいと思います。 
 医師会や各施設の関係者の皆様には改めて、学⽣に学びの機会を提供いただ
きましたこと厚く御礼申し上げます。今後も良き医療⼈材育成に向けて努⼒し
てまいりますので、引き続きご理解ご協⼒のほどよろしくお願い申し上げます。 
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令令和和 66 年年度度  早早期期医医学学体体験験実実習習（（EEMMEE））をを終終ええてて  

 
                 医学教育センター  岡 崎 史 ⼦ 
 
 令和６年度の早期医学体験実習は令和 6 年 8 ⽉ 19 ⽇（⽉）から 8 ⽉ 23 ⽇
（⾦）の⽇程で⾏われました。今年度は初めて学⽣全員を学外の実習施設にお願
いさせていただきました。多くの先⽣⽅のご協⼒のおかげで無事に実習を修了
することができ、本当にありがとうございました。 

初⽇の⽉曜⽇はオリエンテーションを実施しました。施設実習に必要な医療
安全、感染管理や、⾞椅⼦の取り扱い⽅法について学び、何より専⾨職の職場で
学ばせていただくとはどういうことなのかを強調いたしました。また、実習では
⾒学の機会も多いと思われ、「参与観察」という医療⼈類学の観察⽅法を学んで
もらいました。観察したことはノートにすべて記録してくるよう申し渡して実
習に⾏かせました。その後 3 ⽇間、病院、診療所、クリニック等で実際の患者さ
んと接する機会を与えられながら臨床の現場で働く医師の姿を⾒て、多職種連
携の様⼦を知り、新潟という地域について学ぶことで、今後、医師になる道筋へ
のモチベーションを⾼めることができました。最終⽇はそれぞれの経験を共有
し、患者さんについて、多職種連携について、新潟という地域について、医学⽣
が求められる⽴ち居振る舞いについて、グループ討議と全体発表を⾏いました。
学⽣は患者さんが不安を抱えた存在であること、多職種連携では丁寧なコミュ
ニケーションが求められることなど、核⼼をついた学びをしておりました。実習
の満⾜度も⾮常に⾼く、こんな先⽣になりたい、という純粋な声が多く聴かれま
した。 
 今年も医師会をはじめ多くの先⽣⽅，施設関係者のみなさまより多⼤なご協
⼒をいただきました。ここに実習の成果をまとめましたので、ご覧いただき、忌
憚のないご意⾒を賜れば幸いです。 

最後にご協⼒をいただいた 69 施設の皆様に改めて感謝を申し上げますと共
に、今後も変わらぬご⽀援をお願い致します。 
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  ああががのの市市民民病病院院ででのの令令和和 66 年年度度第第 11 年年次次早早期期医医学学体体験験実実習習（（EEMMEE））報報告告書書  

  

2024 年 8 月 20 日から 21 日まで、2 名の第 1 年次の学生が、体験実習に来て

くださいました。 

 学生実習の目標は、「地域の医療で大切なことは、患者さんとその家族のこと

をよく知って、より身近な医療、健康アドバイザーでもあることである。在宅

医療を行う。さらに医療スタッフと相互の情報交換を行ない、病院とその立地

する地域に役立つことを考えよう」、「地域密着病院を体験し、現場スタッフと

交流して、今後の学習に生かそう」です。 

具体的方略は、「地域医療病院で、1 日を過ごし、その間に、外来での診療の

様子、入院患者回診、訪問診療・看護、臨床検査科での仕事、リハビリテーシ

ョンなどをを体験しよう」 ① 地域医療病院の外来の様子を観察しよう（受

付でのスッタフの様子、待合室の構造・設備、患者さんの表情、会話、診察室

での様子、自己紹介して患者さんと世間話をしよう） ② 各職場（臨床検査

科、リハビリテーション科、薬剤科、放射線科等）の体験をしよう（各職場で

の様子を観察、どのような仕事で、どのような患者さんを対象にしているか、

どのような作業が行なわれているか）③ 挨拶をしよう（患者さん、家族、ス

タッフには挨拶は、必ず行ないましょう）④ 訪問診療を体験しよう（在宅患

者さんの年齢、背景などの特徴、在宅患者さんがかかえる主な健康問題を知ろ

う）⑤ 地域密着病院のなすべきことはどのようなことか、地域密着病院で必

要なヘルスプロモーション活動とは何か考えてみよう。 

 以上①から⑤までに関して最初にオリエンテーションし、実習してもらい、

毎日夕方「振り返り」をしていただきました。 

２人の学生の取り組みに関して、「しっかりあいさつできた。説明を良く聞い

ていた。わからないことに対して、積極的に質問し、目を見て話ができた。リ

ハビリテーションの現場では、対象患者さんと話をし、コミュニケーションを

取っていた。笑顔があり、その場を和やかにする雰囲気がありよかった。」と判

断しました。 

1年生で、医学知識が少ない中ではありましたが、外来での診療の様子、入院

患者回診、症例検討会、訪問診療・看護、臨床検査科、薬剤科、リハビリテー

ション科などの現場を見て、聞いて、触れて、多くを感じ取り、知識としてい

るようであったと感じました。 

今回の経験を活かし、今後の勉学に役立ててくれると確信しています。 

今後の活躍を期待しています。また来てくださいね。 
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早期医学体験実習（ＥＭＥ）の事後レポート 

実習先： 済⽣会三条病院    
学籍番号： 
 ⽒ 名：  

 今回の早期医学体験実習では済⽣会三条病院にお世話になり、主に医療に従事している
多職種について実際の医療現場を通して学んだ。多くの部署や施設などを⾒学させていた
だいたが、まずは印象に残ったことについて書いていこうと思う。 
 1つ⽬は病棟を回る看護師の⽅たちの仕事を⾒学したことだ。はじめに看護師は患者に
最も近い存在だという説明を受けたが、実際に看護師の⽅の仕事を⾒てみると、本当にそ
の通りだなと思った。看護師さんは患者さんの体調管理や治療を⾏なっていた。加えて、
介助など患者さんのサポートまで、患者さんに関した様々なことを幅広く⾏なっていた。
医師よりも密接に患者さんと関わっていると感じたため、看護師でないと気づけない事柄
があるのではないかと感じた。そのため、看護師と医師の間で円滑なコミュニケーション
を取り、些細なことでも報告し合える関係性を築くことが重要だと思った。実際の現場で
は、医師と看護師など医療従事者間の情報共有は電⼦カルテを通して効率的に⾏われてい
た。看護師さんは基本的に電⼦カルテに記⼊されている医師からの指⽰や引き継ぎ事項、
その他の注意事項などを確認してから⾏動していた。そのため、電⼦カルテは医療従事者
間の意思疎通にも、患者に適切な医療を届けるためにも不可⽋なものであることがわかっ
た。しかし、時に電⼦カルテに書かれている医師の指⽰が曖昧なことがあり、看護師さん
がその医師に確認をしに⾏かないといけない場合があるという話を聞き、医師は電⼦カル
テに指⽰を書くときはなるべく細かく的確なものにしなければならないと思った。⾃分が
医師になったときには⽇常的な作業となりがちな電⼦カルテへの記⼊を看護師さんのこと
も考え丁寧に⾏いたいと考えた。さらに他の医療従事者が些細なことでも気軽に報告でき
るような医師になりたい。

2つ⽬は透析室を⾒学したことだ。透析室では患者さんの様⼦を⾒学したり、ダイアラ
イザーなどの装置や患者さんについての説明を聞いたりした。透析患者は週3回、3〜4時
間程度の透析を受けなければならず負担になり相当⼤変なものだと思われるが、それを受
ければ慢性腎不全を患いながらも⽇常⽣活をある程度の⽔準で送れるのはすごいなと思っ
た。しかし、透析を受けない選択を取る患者さんも中にはいるので、患者さん個⼈の価値
観や判断を尊重する必要があると思った。医師として医療に従事していると疾患や治療だ
けに⽬が⾏きがちになってしまうと思うが、それらはあくまでも患者さんの⼈⽣の⼀部に
過ぎないので、患者さんの背景や⼈⽣まで考慮する視点を持ち合わせた医師になる必要が
あると実感させられた。さらに、透析を受けるのに⾃⼒では病院に通えない⼈は送迎サー
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ビスを受ける必要があるという話を聞いて、福祉サービスとの連携も地域の包括的な医療
のためにはとても⼤切だと思った。 
 その他にも内科外来では検査をした後には正確に記録することの重要性や記録する作業
は医師の仕事で意外と⼤きな部分を占めていることを学び、NST 認知症カンファレンスで
は医師、看護師、薬剤師、管理栄養⼠、医療ソーシャルワーカーの多職種連携の様⼦が実
際に⾒学できた。さらに、その他の様々な部署の仕事について学んだり、⽼健や特養や療
育サポートセンターなどの施設を⾒学したり、訪問看護に同⾏したりした。これらのこと
は本格的に医学を学ぶようになる 2 年⽣以降、そして医師になった後では経験できないこ
となので、1 年のときに医師以外の職業について実際の⾒学や体験を通して学ぶことがで
きて本当に有意義な経験ができたと感じている。今回の実習で、医療は本当に多くの様々
な職業に従事している⼈によって成り⽴っていて、福祉や地域と密接に結びついていると
いうことを学ぶことができた。この経験を将来医師になったときに活かせるように、今回
の実習で学んだことや感じたことを⼼に留めておきたい。 
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 令和６年度 EME 時間割  

 

 

月日 午前 午後 

8/19(月) 

旭
町
キ
ャ
ン
パ
ス
・
大
講
義
室 

8:30 全員集合（医学部大講義室） 

8:30-9:00 ガイダンス：教員全員 

・医学部長挨拶 佐藤教授 

・学務委員長挨拶 川島教授 

・EME の概略説明 岡崎教授 

9:00-10:00 医療安全講義 

（危機管理室：鳥谷部教授） 

10:30-12:00 感染管理講義 

（感染管理部：茂呂准教授） 

 

旭
町
キ
ャ
ン
パ
ス
・
大
講
義
室 

13:00-15:00 現場を観察する方法 

 岡崎教授 

15:10-15:30 実習の注意事項確認 

16:00 から車椅子取扱い講習の準備 

16:30-17:00 車椅子取扱い講習 

（木村病院教授） 

8/20(火) 

～ 

8/22(木) 

施設実習 施設実習 

8/23(金) 

旭
町
キ
ャ
ン
パ
ス
・
大
講
義
室 

9:00 全員集合（医学部大講義室） 

9:00-11:00  

・グループワーク 

11:00-12:00 

・個人記録提出用まとめ 

 

旭
町
キ
ャ
ン
パ
ス
・
大
講
義
室 

13:00-16:00 

・ワールドカフェ 

・全体発表、質疑応答 

・医学入門についての説明 

 

 

講義終了後，解散 

各自レポートを作成し，9 月 13 日 17 時ま

でに学務情報システムから提出 
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施設名 施設名
尾崎クリニック※ 三之町病院
堀川内科・神経内科医院 富永草野クリニック
新潟市民病院 済生会新潟県央基幹病院
大滝耳鼻科クリニック 湯沢町保健医療センター
川合クリニック 新潟県立十日町病院
鈴木内科小児科医院 県立中央病院
新潟中央病院 片貝医院
ロイヤルハートクリニック 生協かんだ診療所
おかむら内科下町クリニック ほんだファミリークリニック
こばやし内科クリニック さえき内科
プラーカ中村クリニック 髙木内科クリニック
とくなが女性クリニック 草間医院
県立がんセンター新潟病院 悠遊健康村病院
万代メディカルクリニック 長岡中央綜合病院
みどり病院 三島病院
新潟万代病院 吉田病院
新潟リハビリテーション病院※ 長岡西病院
厚生連豊栄病院※ 長岡療育園
下越病院 立川綜合病院
山の下クリニック 長岡保養園
新潟医療生活協同組合　木戸病院 田宮病院
新潟臨港病院 原消化器内科医院
末広橋病院 木島整形外科
広川医院 新発田皮フ科
押木内科神経内科医院 笹川医院
こうなんfamilyクリニック 北越病院
亀田第一病院 新潟県立リウマチセンター
ゆきよしクリニック あがの市民病院
済生会新潟病院 新潟県立津川病院
早川小児科クリニック 五泉中央病院
寺尾整形外科クリニック 中条中央病院
こばり坂クリニック 新潟手の外科研究所病院
大西医院神経内科･内科
潟東クリニック ○実習日
新潟西蒲メディカルセンター病院     ８／２０(火)・８／２１(水)・８／２２（木）
西蒲中央病院
済生会三条病院

令和6年度EME（早期医学体験実習）実習先 
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容
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早
期
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験
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習
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な
に
か

２
．
シ
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期
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験
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習
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な
に
か
？

卒
の
私
の
時
代
に
は
存
在
しま

せ
ん
で
した

。

その
ころ
は
、

１
－
２
年
生

教
養
教
育

３
－
４
年
生

基
礎
医
学
～
臨
床
基
礎
医
学

５
－
６
年
生

臨
床
医
学
～
臨
床
実
習 →
国
家
試
験

実
務
は
研
修
医
に
な
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か
らで

よ
い
とい
う流

れ
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しか
し、
ゆ
っく
りし
た
医
師
養
成
が
しづ

らく
な
って
きた

１
．
医
師
の
不
足

研
修
医
に
は
即
戦
力
で
あ
って
ほ
しい

、社
会
の
要
請

２
．
医
学
教
育
の
グ
ロー

バ
ル
化

学
生
時
代
に
「診

療
参
加
型
臨
床
実
習
」を
実
施
して

、
臨
床
能
力
を
高
め
る
とい
う国

の
方
針

３
．
修
得
す
べ
き
知
識
、技

能
が
増
え
て
い
る

４
．
様
々
な
学
修
が
前
倒
しに

な
って
き
て
い
る

とい
うよ
うな

流
れ
か
ら、
現
在
どの
大
学
で
も

早
期
体
験
実
習
が
実
施
され

て
い
ま
す
。中

身
は
様
々

・多
職
種
との
学
び

（
、

、お
掃
除
の
職
員
、栄

養
士
、薬

剤
な
ど）

・多
職
種
学
科
学
生
との
学
び

・地
域
医
療
機
関
で
の
学
び

・介
護
、福

祉
機
関
で
の
学
び

効
果
的
な
学
修
とは

１
．
将
来
を
見
据
え
て
勉
強
した

方
が
、動

機
付
け
に
な
る

２
．
ロー

ル
モ
デ
ル
に
出
会
う重

要
性
；
モ
デ
リン
グ

（
学
ぶ
は
真
似
る
か
ら）

３
．
チ
ー
ム
医
療
に
必
要
な
、コ
ミュ
ニケ

ー
シ
ョン
な
どの
ス
キ
ル

は
早
くか
ら磨

い
た
方
が
い
い
。

４
．
高
学
年
で
は
疾
患
に
偏
りが
ち
で
、低

学
年
の
方
が
、人

とし
て
の
患
者
さん

を
み
る
の
に
む
しろ

向
い
て
い
る
か
も

本
学
で
な
ぜ
、早

期
体
験
実
習
が
重
要
な
の
か
？

１
．
患
者
さん

を
全
人
的
に
み
る
目
を
養
うた
め

２
．
職
場
で
学
ぶ
態
度
を
身
に
つ
け
る
た
め

３
．
医
療
が
提
供
され

る
場
（
地
域
）
を
理
解
す
る
た
め

４
．
先
生
方
とい
うロ
ー
ル
モ
デ
ル
に
ぜ
ひ
出
会
って
ほ
しい
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な
ぜ
早
期
体
験
実
習
が
重
要
な
の
か
？

１
．
患
者
さん

を
全
人
的
に
み
る
目
を
養
うた
め

２
．
職
場
で
学
ぶ
態
度
を
身
に
着
け
る
た
め

．
医
療
が
提
供
され

る
場
（
地
域
）
を
理
解
す
る
た
め

４
．
先
生
方
とい
うロ
ー
ル
モ
デ
ル
に
ぜ
ひ
出
会
って
ほ
しい

生
物
・
心
理
・
社
会
モ
デ
ル

地
球
―
国
―
地
域
ー
家
族
―
個
人
―
臓
器
―
細
胞
ー
原
子

患
者
さ
ん
は
原
子
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
が
、

家
族
と
共
に
地
域
社
会
で
暮
ら
し
て
お
り

国
家
、
地
球
の
一
員
で
あ
る

な
ぜ
早
期
体
験
実
習
が
重
要
な
の
か
？

１
．
患
者
さん

を
全
人
的
に
み
る
目
を
養
うた
め

２
．
職
場
で
学
ぶ
態
度
を
身
に
着
け
る
た
め

３
．
新
潟
愛
を
育
て
た
い
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な
ぜ
早
期
体
験
実
習
が
重
要
な
の
か
？

１
．
人
間
を
全
人
的
に
み
る
目
を
養
うた
め

２
．
職
場
で
学
ぶ
態
度
を
身
に
着
け
る
た
め

３
．
医
療
が
提
供
され

る
場
（
地
域
）
を
理
解
す
る
た
め

４
．
先
生
方
とい
うロ
ー
ル
モ
デ
ル
に
ぜ
ひ
出
会
って
ほ
しい

医
師
法
改
正

第
17

 条
の
２
第
１
項

大
学
に
お
い
て
医
学
を
専
攻
す
る
学
生
が
臨
床
実
習

を
開
始
す
る
前
に
修
得
す
べ
き
知
識
及
び
技
能
を
具

有
し
て
い
る
か
ど
う
か
を
評
価
す
る
た
め
の
共
用
試
験

に
合
格
し
た
医
学
生
に
つ
い
て
、
法
第

17
 条
の
規
定

に
か
か
わ
ら
ず
、
医
師
の
指
導
監
督
の
も
と
に
一
定

の
医
業
を
行
う
こ
と
が
で
き
る

（
処
方
箋
の
発
行
を
除
く
）

令
和

5年
4月

1日
よ
り
施
行

臨
床
実
習
の
分
類

•見
学
型
実
習

見
学
が
主
体

•模
擬
診
療
参
加
型
実
習

患
者
が
割
り当

て
られ

る
学
生
の
医
行
為
は
責
任
を
伴
わ
な
い

•診
療
参
加
型
実
習

主
治
医
チ
ー
ム
の
一
番
下
に
配
属

初
期
研
修
医
の
よ
うな

扱
い

ま
す
ま
す
診
療
参
加
型
臨
床
実
習
推
進
の
方
向
へ

•
診
療
参
加
型
臨
床
実
習
の
た
め
に
は
、
も
ち
ろ
ん
、
診
療
技
能
、
診
療

に
つ
い
て
の
知
識
を
し
っ
か
り
磨
い
て
も
ら
う
こ
と
が
重
要
で
す
が
、

•
そ
も
そ
も
、
専
門
職
の
職
場
に
入
る
と
い
う
こ
と
は
ど
う
い
う
こ
と
な
の
か

職
場
で
学
ぶ
と
は
ど
う
い
う
こ
と
な
の
か
を
臨
床
実
習
よ
り
前
に
、

身
に
つ
け
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
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職
場
で
必
要
な
態
度

•
挨
拶

•
身
だ
し
な
み

•
指
示
に
従
う

•
わ
か
ら
な
い
こ
と
は
わ
か
ら
な
い
と
言
う

•
ス
タ
ッ
フ
、
患
者
と
の
基
本
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

こ
れ
は
、
大
学
で
授
業
し
た
だ
け
で
は
身
に
つ
き
ま
せ
ん
。

ど
う
し
て
も
、
実
習
の
場
が
必
要
で
す
。

医
療
に
ス
タン
ダー

ドは
な
い

地
域
に
よ
って
、提

供
され

る
医
療
は
異
な
る
。

・疾
患
が
異
な
る

・医
療
資
源
が
異
な
る

・住
民
か
ら求

め
られ

る
医
療
が
異
な
る

み
な
さん

は
卒
業
ま
で
の
臨
床
実
習
で
、ほ

とん
ど新

潟
県
内

で
お
世
話
に
な
りま
す
。

な
ぜ
早
期
体
験
実
習
が
重
要
な
の
か
？

１
．
患
者
さん

を
全
人
的
に
み
る
目
を
養
うた
め

２
．
職
場
で
学
ぶ
態
度
を
身
に
着
け
る
た
め

３
．
医
療
が
提
供
され

る
場
（
地
域
）
を
理
解
す
る
た
め

４
．
先
生
方
とい
うロ
ー
ル
モ
デ
ル
に
ぜ
ひ
出
会
って
ほ
しい

新
潟
大
学
医
学
部
医
学
科
の
年
生

１
．

人
が
地
域
枠
（
うち
県
外
が

名
）

２
．

名
の
うち

が
県
外
出
身
者

これ
か
ら学

ぶ
医
学
、医

療
が
、ど
の
よ
うな

場
で
必
要
とさ
れ
て

い
る
の
か
、早

くに
地
域
を
知
って
も
らい

、学
び
に
つ
な
げ
た
い
。
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な
ぜ
早
期
体
験
実
習
が
重
要
な
の
か
？

１
．
患
者
さん

を
全
人
的
に
み
る
目
を
養
うた
め

２
．
職
場
で
学
ぶ
態
度
を
身
に
着
け
る
た
め

３
．
医
療
が
提
供
され

る
場
（
地
域
）
を
理
解
す
る
た
め

４
．
先
生
方
とい
うロ
ー
ル
モ
デ
ル
に
ぜ
ひ
出
会
って
ほ
しい

ー
問
い
を
立
て
て
、現

場
を
見
る
ー

８
．
医
療
機
関
は
どう
い
う場

所
に
あ
る
の
か

９
．
院
内
、ク
リニ
ック
内
の
様
子
は
どう
か

ー
問
い
を
立
て
て
、現

場
を見

る
ー

１
．
患
者
さん

は
どう
して

医
療
機
関
に
か
か
る
の
か

２
．
患
者
さん

は
どう
い
う様

子
な
の
か

３
．
患
者
さん

の
ご
家
族
は
どう
い
う様

子
な
の
か

４
．
医
師
は
どん
な
仕
事
を
して

い
る
の
か

５
．
医
師
は
どん
な
様
子
な
の
か

６
．
医
師
以
外
の
医
療
ス
タッ
フは

どん
な
仕
事
を
して

い
る

の
か

７
．
医
療
ス
タッ
フは

どん
な
様
子
な
の
か

ー
考
え
て
ほ
しい

こと
ー

１
．
地
域
で
の
医
療
とは

どう
い
うこ
とな

の
か

２
．
多
職
種
連
携
とは

どう
い
うこ
とな

の
か

３
．
患
者
さん

は
何
を
求
め
て
い
る
の
か

４
．
職
場
で
学
ぶ
た
め
に
は
、医

学
生
に
は
何
が
も
とめ
られ

て
い
る
の
か
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先
方
に
お
伝
え
して

い
る
こと

１
．
医
学
部
の
実
習
は
す
べ
て
、患

者
貢
献
で
あ
る
べ
き
で
す
。な

ん
で
も
い
い

の
で
お
役
に
立
た
せ
て
くだ
さい

。お
客
様
扱
い
は
しな

くて
結
構
で
す
。お

掃
除

な
どさ
せ
て
も
結
構
で
す
。

２
可
能
で
した

ら、
よ
い
態
度
は
ほ
め
、改

善
す
べ
き
は
ご
指
導
い
た
だ
け
た

らあ
りが
た
い
で
す
。「
挨
拶
が
い
い
ね
！
」「
大
き
な
声
で
挨
拶
して

くれ
る
と患

者
さん

も
喜
ぶ
と思

うな
」な
ど。

３
．
万
一
皆
様
の
業
務
の
邪
魔
に
な
る
よ
うで
した

ら、
実
習
中
止
に
して

、
大
学
に
帰
して

くだ
さい

。→
実
習
中
止
に
して

くだ
され

ば
、こ
ち
らも
指
導
の

機
会
が
得
られ

ま
す
。

これ
は
困
る
と思

った
ら、
中
止
に
して

くだ
さっ
て
結
構
で
す
。

今
日
の
内
容

１
．
早
期
体
験
実
習
とは

な
に
か

２
．
シ
ラバ

ス
の
説
明
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科
目
の
概
要

医
学
部
で
の
学
習
の
開
始
に
あ
た
り
、
地
域
社
会
に

お
け
る
医
療
の
役
割
を
学
ぶ
た
め
に
、
主
に
新
潟
県

内
（
新
潟
市
、
長
岡
市
、
燕
市
、
三
条
市
等
）
の
医

療
機
関
な
ど
で
実
習
を
行
う
。
大
学
病
院
を
含
む
。

こ
の
科
目
は
正
規
の
専
門
教
育
に
関
す
る
必
修
科
目

で
す
。

科
目
の
到
達
目
標

①
医
療
安
全
，
感
染
対
策
に
関
す
る
知
識
を
理
解
し，

医
療
施
設

見
学
に
お
い
て
実
践
す
る
こと
が
で
き
る
。

②
各
医
療
分
野
の
ス
タ
ッフ
の
職
務
内
容
とス
タッ
フ間

の
連
携
に
つ
い
て
，

説
明
す
る
こと
が
で
き
る
。

③
実
習
の
現
場
で
礼
儀
正
しく
行
動
す
る
こと
が
で
き
る
。

④
実
習
の
現
場
で
接
す
る
人
々
と良

好
な
コミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
を
保
つ
こ

とが
で
き
る
。

⑤
グ
ル
ー
プ
学
習
を
効
率
良
く行

うこ
とが
で
き
る
。

⑥
実
習
内
容
に
つ
い
て
，
簡
潔
に
わ
か
りや
す
く発
表
す
る
こと
が
で
き
る
。

⑦
発
表
され

た
事
項
の
意
義
や
問
題
点
に
つ
い
て
，
自
らの

意
見
や
考

え
を
明
瞭
に
述
べ
る
こと
が
で
き
る
。

科
目
の
ね
らい


医
学
学
習
の
開
始
に
あ
た
り
、
医
療
の
現
場
に
接
し
、

地
域
社
会
に
お
け
る
医
療
の
役
割
や
重
要
性
を
理
解

す
る
。


多
職
種
連
携
の
あ
り
方
に
つ
い
て
知
る
。


医
学
生
と
し
て
、
臨
床
現
場
で
の
立
ち
居
振
る
舞
い

を
実
践
す
る
。

遅
刻
、欠

席
に
つ
い
て

・遅
刻
は
基
本
的
に
許
しま

せ
ん
が
、交

通
機
関
の
遅
延
な
ど

で
の
遅
刻
の
場
合
に
は
、必

ず
事
前
に
実
習
先
と学

務
係
の

両
方
に
連
絡
を
い
れ
て
くだ
さい

。
・体

調
が
悪
い
、熱

が
あ
る
な
どの
時
に
は
決
して

実
習
に
行
っ

て
は
い
け
ま
せ
ん
。

・患
者
さん

、ス
タッ
フに

も
しも

感
染
させ

る
よ
うな

こと
が
あ
って

は
な
りま
せ
ん
。

・
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実
習
の
評
価

実
習
先
か
らの

態
度
評
価

％
自
己
評
価

％
レ
ポ
ー
ト評

価
％

ガ
イダ
ンス

や
実
習
へ
の
無
断
の
遅
刻
・欠

席
は
許
しま

せ
ん
（
遅
刻

した
場
合
は
実
習
へ
の
参
加
を
認
め
な
い
）
。

医
療
機
関
で
の
実
習
で
、ス
タッ
フの

業
務
を
妨
げ
る
行
為
が
あ
った

場
合
は
、実

習
を
中
止
す
る
（
その

よ
うな

行
為
で
あ
った
か
どう
か
は

聴
き
取
りの
上
、岡

崎
が
判
断
す
る
）
。

実
習
先
か
らの

コメ
ント
に
よ
って
は
、教

員
と面

談
す
る
場
合
が
あ
る
。

面
談
に
応
じな

い
場
合
は
単
位
を
認
定
しな

い
。

実
習
先
の
評
価

※
正
当
な
理
由
の
な
い
遅
刻
・欠

席
は
論
外
で
す
。

・礼
儀
正
しさ

・身
だ
しな

み
・積

極
性

・地
域
医
療
・多

職
種
連
携
に
対
す
る
理
解

・ス
タッ
フと
の
コミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン

５
段
階
評
価
を
い
た
だ
き
ま
す
。

・そ
の
他
、フ
リー
コメ
ント
を
い
た
だ
き
ま
す
。

自
己
評
価

・礼
儀
正
しさ

・積
極
性

・地
域
医
療
・多

職
種
連
携
に
対
す
る
理
解

・ス
タッ
フと
の
コミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン

・グ
ル
ー
プ
ワ
ー
クの

参
加
度

の
項
目
に
つ
い
て
、
段
階
評
価
して

も
らい

ま
す
。

レ
ポ
ー
トに

つ
い
て

１
．
観
察
ノー

トの
提
出
（

月
日
ま
で
）

毎
日
、観

察
ノー

トを
メモ
書
き
で
よ
い
の
で
つ
け
て
くだ
さい

。
その

日
の
実
習
の
終
わ
りに
、そ
の
日
わ
か
った
こと
、気

づ
い
た
こと
、わ

か
らな

か
った
こと
、翌

日
よ
く観

察
しよ

うと
思

うこ
と、
体
験
しよ

うと
思
うこ
とを
書
き
ま
す
。
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レ
ポ
ー
トに

つ
い
て

２
．
事
後
レ
ポ
ー
ト

枚
程
度
：
メー

ル
添
付
可

（
～

字
）

レ
ポ
ー
トは

感
想
文
で
は
な
く、
実
習
で
の
体
験
を
深
く省

察
して

い
る
こと
が
求
め
られ

る
。学

年
相
当
で
な
い
と岡

崎
が

判
断
した

場
合
は
書
き
直
しを

求
め
る
場
合
が
あ
る
。レ
ポ
ー

トは
実
習
先
に
送
付
す
る
の
で
、個

人
情
報
の
取
り扱

い
に

は
十
分
注
意
す
る
こと

締
め
切
り：

月
日

時
遅
れ
た
ら受

け
取
りま
せ
ん

月
日
に
、

の
あ
と、
仕
上
げ
る
こと
を
お
勧
め
しま

す
。

交
通
費
一
部
補
助
の
取
扱

１
．
新
潟
市
内
（
郊
外
を
除
く）

の
医
療
機
関
で
行
うも
の
に

つ
い
て
は
支
給
しな

い
。

２
．
交
通
手
段
は
バ
ス
，

等
公
共
交
通
機
関
とす

る
。例

外
は
認
め
な
い
。

３
．
交
通
費
の
算
定
に
つ
い
て
は
実
際
に
利
用
した

交
通
機

関
に
か
か
わ
らず

，
学
務
係
で
行
う。

４
．
利
用
（
支
出
）
可
能
な
交
通
機
関
は

，
高
速
バ
ス
，

路
線
バ
ス
とし
，
所
要
時
間
と料

金
を
勘
案
して

決
定
す
る
。

宿
泊
に
つ
い
て

１
．
湯
沢
保
健
医
療
セ
ンタ
ー

病
院
に
宿
泊
あ
り

２
．
県
立
中
央
病
院

院
内
に
宿
泊
あ
り、
前
日
高
田
駅
か

らタ
クシ

ー
に
乗
って
病
院
へ
行
く

３
．
十
日
町
病
院

旅
館
が
確
保
され

て
い
る

４
．
三
条
、長

岡
は
通
って
くだ
さい

日
程 月

日
ガ
イダ
ンス

月
日
か
ら

日
実
習

月
日

ま
とめ
（
大
学
）
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是
非
、楽

しく
、そ
して

しっ
か
り学

ん
で
くだ
さい

地
域
に
お
い
て
、医

師
とは

どう
い
う職

業
か
よ
く見

て
くだ
さい

。

医
師
以
外
の
職
種
が
どの
よ
うに
仕
事
して

い
る
か
も
、ぜ

ひ
、み

て
くだ
さい

。

患
者
さん

に
出
会
え
る
場
所
で
は
、患

者
さん

の
様
子
を
よ
く見

て
くだ
さい

。

お
話
しさ
せ
て
も
らえ

る
よ
うな

ら、
積
極
的
に
患
者
さん

とお
話
しし
ま
しょ
う。

皆
さん

は
、大

学
生
で
は
な
く、
医
学
生
で
す
。こ
れ
は
、社

会
か
ら見

る
と大

き
な
違
い
で
す
。

その
自
覚
を
も
って
、こ
の
実
習
に
取
り組

ん
で
くだ
さい

。

月
日
の
予
定

午
前
中
：

１
．
観
察
ノー

トを
お
互
い
に
見
せ
な
が
ら、
何
に
気
づ
い
た
の
か
、わ

か
った
こと
、

驚
い
た
こと
、よ
くわ
か
らな

か
った
こと
な
どを
グ
ル
ー
プ
内
で
発
表
し、
他
の
医
療
機
関

と何
が
違
うの
か
あ
る
い
は
同
じな

の
か
を
共
有
す
る
。

２
．
ワ
ー
ル
ド・
カフ
ェ

つ
の
視
点
で
実
習
を
振
り返

る
・新

潟
とい
う地

域
は
どう
い
う地

域
な
の
か

・多
職
種
連
携
とい
う視

点
で
感
じた

こと
・医

師
とい
う職

業
は
どん
な
職
業
な
の
か

・医
学
生
に
求
め
られ

る
、職

場
で
の
振
る
舞
い

午
後

１
．
全
体
発
表

２
．
自
己
評
価
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